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概要 
GPM-001 はパワーメーターGPM-8213/8310 用の

テストフィクスチャです。電化製品の定常・待機電力

の測定に必要な接続・切換を容易にできます。 

パッケージ内容 
ご使用前に確認ください。 

 

内容物  GPM-001 本体 

 テストリード 赤 2 本、黒 2 本 

 テストリード 青 1 本、黄 1 本（GTL-213） 

 電源コード 

 ユーザーマニュアル（本紙） 
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外観 
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AC 出力は 10A の定格となっています。 

サーキットブレーカーの定格は 15A です。 
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接続方法 
電力測定を行う場合の接続は定格電力の測定と待

機電力の測定では接続を変更することで測定誤差を

少なくできます。 

GPM-8213 との接続について 
 

定格電力測定時 比較的大きな電流の場合、電流計は AC 供給側に入

るため、電圧計への出力は V+2 端子を使います。 
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待機電力測定時 比較的小さな電流の場合、電流計は機器側に入るた

め、電圧計の出力は V+1 端子を使います。 
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電源の接続 GPM-001 と交流電源および被測定機器の AC コード

を接続し GPM-001 のブレーカーをオンします。 
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被測定機器のACコード

安定した交流電源から

 

配線を切替える場合は交流電源をオフしてから行ってください。 
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GPM-8310 との接続について 
 

定格電力測定時 比較的大きな電流の場合、電流計は AC 供給側に入

るため、電圧計への出力は V+2 端子を使います。 
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待機電力測定時 比較的小さな電流の場合、電流計は機器側に入るた

め、電圧計の出力は V+1 端子を使います。 
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電源の接続 GPM-001 と交流電源および被測定機器の AC コード
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寸法図 
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接続の違いによる測定誤差について 
GPM-8213 

GPM-8213 の定格 

電圧計インピーダンス 2.4MΩ 

電流計インピーダンス 5mΩ(0.5A～20A レンジ) 

500mΩ(5mA～0.2A レンジ) 

 

GPM-8213 による損失電力の計算 

定格電力測定接続 待機電力測定接続 
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損失電力＝V
2
 ÷ 2.4MΩ 損失電力＝I

2
 × 5mΩ(0.5A～20A) 

I
2
 × 500mΩ(5mA～0.2A) 

 

100V/20A 測定時 

 

損失電力＝0.00417[VA] 損失電力＝2[VA] 

 

100V/50mA 測定時 

 

損失電力＝0.00417[VA] 損失電力＝0.00125[VA] 

 

使用する電流レンジと電流値で損失電力を計算し、少ない方の接続を

選択してください。 
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接続の違いによる測定誤差について 

GPM-8310 

GPM-8310 の定格 

電圧計インピーダンス 2.0MΩ 

電流計インピーダンス 5mΩ(0.5A～20A レンジ) 

505mΩ(5mA～0.2A レンジ) 

 

GPM-8310 による損失電力の計算 

定格電力測定接続 待機電力測定接続 
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損失電力＝V
2
 ÷ 2.0MΩ 損失電力＝I

2
 × 5mΩ(0.5A～20A) 

I
2
 × 505mΩ(5mA～0.2A) 

 

100V/20A 測定時 

 

損失電力＝0.005[VA] 損失電力＝2[VA] 

 

100V/50mA 測定時 

 

損失電力＝0.005[VA] 損失電力＝0.00126[VA] 

 

使用する電流レンジと電流値で損失電力を計算し、少ない方の接続を

選択してください。 
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